
正門付近で見られる本校の歴史 「創立 110 周年」 

 本校は，1910 年（明治 43 年）姶良郡立工業徒弟学校として開校。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

         小 濱 氏 興 (おばま うじおき) 

          1843.03.03 ～ 1912.12.15  (69 才逝去) 

          (天保 14 年)   (大正元年) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正門付近の記念碑等について 

 

1 創立記念碑 

 1931 年 学校新築移転時に移設 

･ 現姶良市役所加治木支所地から現在 

地（新富町）に移設 

 

2 正門柱 

 1934 年 名工 西吉原市左衛門 制作 

 ・ 加治木石で作られた門柱は４本ある。 

創立 100 周年時に低い柱２本は，本校

西門側に移設 

 

3 小濱氏興氏の胸像 

 1970 年 創立 60周年記念事業で設置 

 ・創立 100 周年時に正門正面位置から現

地へ移設。大型バス進入可となる 

 

4 図書館・食堂 

 1980 年 創立 70周年記念事業で建設 

 

5 亡師亡友の碑 

 1990 年 創立 80周年記念事業で設置 

 

6 玄関上の校章 

 2000 年 創立 90周年記念事業で設置 

2020 年 創立 110 周年記念事業で新装 

 

○ 蔵王百年館 

 2010 年 創立 100 周年記念事業で建設 

※ 7 かじの木（校章デザインの３枚の葉） 

 1980 年 校長室窓側に植樹 

 かじの木の特徴として，古い枝の葉と 

新芽の葉は形が違う。 
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3 小濱氏興氏の胸像 

6 校章 
7 かじの木 

1 創立記念碑 

○ 小濱氏興氏とは（略歴） 

・1872 年(明治５年)  

  陸軍少尉(熊本鎮台村) → 陸軍大尉(陸軍戸山学校) 

 

・1874 年(明治７年)   

西郷隆盛が征韓論に破れ，西郷と共に鹿児島に帰る。 

西郷が私学校を設立。小濱が私学校の加治木分校を設立 

 

・1877 年(明治 10年) 西南の役  

  西郷軍に従い，飫肥隊の小隊長として日向の兵を率い 

て山科へ出陣 

・1877 年～（７年間）  加治木で閑地生活(役職無し) 

・1884 年～（20 年間）  県属，姶良郡長，司獄官など務める 

 

※ 1908 年(明治 41 年)  郷友会会長 

  郷友会「鹿児島県の教育・産業振興を目的とする」の 

基本財産を管理する立場であり，郷友会解散時に 

姶良郡に財産を寄付する。その財源を基に 

姶良郡立徒弟学校が開校した。 
 

「正門付近ドローンによる写真」 



産業革命と企業の動向から見る「本校開校と学科設置」 

● 第一次産業革命：「水と蒸気の革命」 蒸気機関の登場 

イギリス：「世界の工場」と呼ばれる。ニューコメンが「蒸気機関」を発明 

毛織物よりも軽くて管理がしやすい綿織物の需要が増加 

1830 年代にベルギー，フランス，その後アメリカ，ドイツと産業革命が続く。 

 

● 第二次産業革命：「電気の革命」  

（1800 年代後半から 1900 年代前半） 

ガソリンエンジンを発明(ドイツ) 

フォードや GM の自動車の「大量生産」 

エジソンが電球を改良し，電気を産業化 

 

○ 日本国内では 

1865 年（慶応 1 年）  五代友厚 英国視察 

1866 年（慶応２年）  白糖工場（奄美大島） 

（ボイラ・ｽﾁｰﾑﾀｰﾋﾞﾝ稼働） 

1867 年（慶応３年）  豊田佐吉 （誕生） 

1880 年（明治５年）  富岡製糸場 

1880 年（明治 13 年） 鹿島建設 

1884 年（明治 17 年） 三菱重工業 

1892 年（明治 35 年） 大林組 

1904 年（明治 37 年） 日本車第一号 

（山羽式蒸気自動車） 

1906 年（明治 39 年） 豊田式自動織機 

1907 年（明治 40 年） 日本初のガソリン自動車 

 

1910 年（明治 43 年） 日立製作所  

1911 年（明治 44 年） 純国産車（日産自動車） 

1919 年（大正 8 年） 日本初の量産自動車 

（三菱造船）                        

1926 年（大正 15 年） 豊田自動織機 

1935 年（昭和 10 年） 乗用車試作一号（トヨタ） 

1936 年（昭和 11 年） 生産開始（トヨタ） 

1937 年（昭和 12 年） トヨタ自動車工業 

1935 年（昭和 10 年） 松下電器産業 

1939 年（昭和 14 年） 東京芝浦電気             

1948 年（昭和 23 年） ホンダ技研工業 

                   

● 第三次産業革命：「デジタル革命」 

1900 年代後半 コンピューター普及                    

○ 加治木工業高等学校開校から学科設置の流れ 

 

・1907 年(明治 40年) 

  当時の姶良郡長(岩脇 武男)は，姶良郡に実業学

校を設立したいと考えていた。 

・1908 年(明治 41年)  

郷友会の解散 (郷友会長 小濱氏興) 

  郷友会の基本財産を姶良郡(郡長 大山綱任) 

へ寄付  「初代校長；大山 綱任」 

 ※ 寄付内容 

溝辺村丹生附の杉林 135,000 坪＝446,283 ㎡ 

(東京ドームの約１０個分の広さ) 

姶良町松原の塩田の一部＝1,050 坪 

 

・1910 年(明治 43年)  5 月 10 日 

小濱氏興からの寄付を基に現姶良市役所加治木総 

合支所地に 1,500 坪の土地を購入。 

※ 姶良郡立工業徒弟学校(家具科・建築科)開校 

 

・1923 年(大正 12年) 郡制廃止 

  郡立工業徒弟学校は母体を失う。姶良郡内の 

各町村の組合立となる。 

  ※ 鹿児島県加治木工業学校 

・1927 年(昭和２年)  

４年間の移管運動を経て，県立へ移管 

※ 鹿児島県立加治木工業学校 

・1939 年(昭和 14 年) 工業化学科  設置 

 1949 年(昭和 24 年)学制改革により 

※ 鹿児島県立加治木工業高等学校 

・1954 年(昭和 29 年) 土木科      設置 

・1962 年(昭和 37 年) 電気科      設置 

・1963 年(昭和 38 年) 機械科      設置 

・1970 年(昭和 45 年) 電子科   設置 


